
- 1 - 

授業研究（国語科） 

  

自分の考えを明確にする思考プロセスを習得させる国語科学習指導の工夫 
― 複数の情報を吟味し，関連付けながら自分の考えを伝える学習活動を通して ― 

                                       

広島県立世羅高等学校 花崎 明日香 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

高等学校学習指導要領（平成30年告示，以下「30年

要領」とする）の「第２章 各学科に共通する各教科」

「第１節 国語」「第１款 目標」には，以下のように

示されている1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また，共通必履修科目である「現代の国語」につい

て，高等学校学習指導要領解説国語編（平成30年，以

下「30年解説」とする）では，「実社会における国語

による諸活動に必要な資質・能力を育成する科目」2)

と位置付けられており，これからの国語科には，実

社会で活用できる国語の力を育成する学習指導がよ

り一層求められていることが分かる。実社会で活用

できる国語の力について，「30年解説」では「他者と

は，広く社会で関わりを持ち，世代や立場，文化的背

景などを異にする多様な相手のことである。実社会

で活躍していくためには，こうした相手と言語を通

して円滑に相互伝達，相互理解を進めていく必要が

あり，状況や場面に応じた他者との関わりの中で，

必要な事柄を正確に伝え，相手の意向を的確に捉え

て解釈したり，効果的に表現したりすることができ

るようにすることに重点を置いている。このような

力を育成して，生徒が自分の思いや考えを広げたり

深めたりすることを目指している」3)と示している。

髙木展郎（2018）は，「『現代の国語』では，実社会

における国語による諸活動に必要な資質・能力の育

成に主眼をおき，論理的思考力，相互に交流する力，

情報への適切な判断といった実社会で求められる言

語能力の育成を図ることを重視しています」4)と述べ

ている。これらのことから，実社会では，他者と適切

なコミュニケーションや相互理解を行うための情報

の適切な解釈と伝達，また，それに基づき自分の考

えを広げたり深めたりすることが求められていると

考える。現代社会では，一つの事柄についても様々

な形態かつ膨大な量の情報が溢れている。状況や場

面に応じた他者との適切なコミュニケーションを行

うためには，一つの情報だけを根拠に判断し表現を

行うのではなく，数多くの情報を精査し吟味した上

で自分の考えを明確にしていく思考のプロセスを習

得していることが求められると考える。 

研究の要約 
 
本研究は，自分の考えを明確にする思考プロセスを習得させる国語科学習指導の工夫について考察し

たものである。文献研究から，「自分の考えを明確にする思考プロセス」とは，対象認識のための思考

と表現活動のための思考が相互に働き，相手や目的，状況に応じた表現を行う過程のことであるとした。

この思考プロセスを習得させるために，形態の異なる複数の資料の読み取りに基づき，自分の考えを特

定の相手に伝える活動が有効であると考えた。第１学年の国語総合の授業において学習指導を行ったと

ころ，情報どうしが相互に関係し合って生徒の思考に影響を及ぼし，相手や目的，状況に応じた表現を

行うことができた。また，生徒自身も，複数の情報を関連付けて思考することの重要性に気付くことが

できた。このことから，複数の情報を吟味し，関連付けながら自分の考えを伝える学習活動は，自分の

考えを明確にする思考プロセスを習得させるために有効であるといえる。 

 言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通し
て，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力
を次のとおり育成することを目指す。 
(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，
その特質を理解し適切に使うことができるように
する。 

(2) 生涯にわたる社会生活における他者との関わり
の中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ば
す。 

(3) 言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言
語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手として
の自覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその
能力の向上を図る態度を養う。 
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 もちろん，現行の学習指導要領においても，社会

生活で必要な国語の力の育成が軽視されていたわけ

ではなく，高等学校学習指導要領解説国語編（平成

22年，以下「22年解説」とする）の，教科の目標につ

いての解説では「高等学校国語は，従前，社会人とし

て必要とされる国語の能力の基礎を確実に育成する

ことを重視しており，今回の改定でもそれに変わり

はない。これを充実させるためには，広く社会生活

全般を視野に入れた指導が欠かせない」5)とある。し

かし，幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支

援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等に

ついて（答申）（平成28年，以下「答申」とする）に，

高等学校国語科の課題として「教材への依存度が高

く，主体的な言語活動が軽視され，依然として講義

調の伝達型授業に偏っている傾向があり，授業改善

に取り組む必要がある。また，文章の内容や表現の

仕方を評価し目的に応じて適切に活用すること，多

様なメディアから読み取ったことを踏まえて自分の

考えを根拠に基づいて的確に表現すること，国語の

語彙の構造や特徴を理解すること，古典に対する学

習意欲が低いことなどが課題となっている」6)とある 

ように，実際の授業においては，講義伝達型の授業

に偏りやすく，「多様なメディアから読み取ったこ

とを踏まえて自分の考えを根拠に基づいて的確に表

現する」というような実社会で求められる言語能力

の育成が行われにくい現状がある。また，所属校に

おける国語科の教員を対象に行ったアンケートによ

ると，昨年度，現行の共通必履修科目である「国語総

合」の授業において，実社会に必要な国語の資質・能

力を育成することを目的とした学習活動は，科目の

授業数全体の約２％程度しか行われておらず，今後

求められる国語の資質・能力を生徒に育成する授業

展開を十分に行えていない現状がある。そこで，現

在の国語科学習指導の在り方を再検討し，実社会で

求められる言語能力の育成を効果的に行うための授

業改善が急務であると考えた。 

本研究は，複数の情報を吟味し，関連付けながら

自分の考えを伝える学習活動を通して，他者と適切

なコミュニケーションを行うための効果的な思考プ

ロセスを習得させる指導の一例を示すものである。  

  

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

  

図１ 言語能力を育成する資質・能力が働く過程のイメージ 
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１ 自分の考えを明確にする思考プロセスとは 

 言語能力の向上に関する特別チームにおける審議

の取りまとめ（平成28年）では，テクスト（情報）

の理解（構造と内容の把握）から精査・解釈を経て

考えの形成に至る過程を，「認識から思考へ」とし，

考えの形成においては，言語能力を構成する資質・

能力のうち「考えを形成し深める力（情報を編集・

操作する力，新しい情報を，既に持っている知識や

経験・感情に統合し構造化する力，新しい問いや仮

説を立てるなど，既に持っている考えの構造を転換

する力）」が働くとしている(1)（図１）。また，「こ

の『認識から思考へ』，『思考から表現へ』という

過程は単発的に発生する流れではなく，それぞれが

つながり，循環的に繰り返される流れであることが

望ましい。『認識から思考へ』という理解の過程か

ら『思考から表現へ』という表現の過程につなげ，

理解したことを表現することによって自分の思考を

深めること，さらには，『思考から表現へ』という

表現の過程から『認識から思考へ』という理解の過

程へつなげ，表現したことを理解し直すことによっ

て，自分の思考を更に深めることが考えられる」7)と

述べている。 

 田中宏幸（2019）は，「思考」を「対象認識に働

く思考」（思考Ａ）と「表現活動に働く思考」（思

考Ｂ）とに分類し，対象を把握・理解するために働

く「思考Ａ」と，相手を想定しながら表現方法を決

定していく際に働く「思考Ｂ」は，重なり合う点も

多いと述べている(2)。 

 以上のことから，「自分の考えを明確にする思考

プロセス」とは，田中の述べる「対象認識に働く思

考」と「表現活動に働く思考」とが互いに機能し，

かつ行き来を繰り返しながら，相手や目的，状況に

応じた表現を行う過程のことであると稿者は考え

る。また，この思考プロセスを習得させることは，

「30年要領」の教科の目標に示される「国語で的確

に理解し効果的に表現する資質・能力」の育成に繋

がると考える。 

 

２ 複数の情報を吟味し，関連付けながら自分の考

えを伝える学習活動について 

(1) 本学習活動の意義 

 新設される共通必履修科目「現代の国語」の「Ｃ 

読むこと」の「（１）指導事項」は，「ア 文章の

種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などにつ

いて叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握する

こと」「イ 目的に応じて，文章や図表などに含ま

れている情報を相互に関係付けながら，内容や書き

手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の展開な

どについて評価したりするとともに，自分の考えを

深めること」8)の二つである。このイの指導事項につ

いて，幸田国広（平成31年）は，新科目の性格が端

的に表れた指導事項であるとした上で，実社会にお

いては，言葉を，多様な形態の情報とともに読み取

り，読み取ったことを基に判断を行い，行動するこ

とが求められていると述べている(3)。また，学習指

導要領の改訂に伴い「情報の扱い方に関する事項」

が新設されたことについて，大澤由紀（2019）は，

知識基盤社会とも言われる膨大な情報が行き交う世

の中で，必要な情報を取捨選択して得ることや，情

報相互の関係を捉え，自分の考えを形成していくこ

とが求められていると指摘している(4)。 

 前述のように，本研究で生徒に習得させたい思考

プロセスとは，認識及び表現の際に働く思考が両者

の間を行き来する過程で，次第に主体である生徒が

自身の「考え」を明確にしていくというプロセスで

ある。幸田と大澤の論から，考えを形成する際に生

徒がまず認識するべきものは，多様な形態の情報で

あるということができる。また，図１で示している

ように，表現されたものが新たな情報として認識さ

れ，循環的な流れを生み出すことから，考えを他者

に伝える，つまり表現する活動は，思考の行き来や

循環を促すために必要不可欠であると考える。 

 以上のことから，自分の考えを明確にする思考プ

ロセスの習得を実現するための学習活動として，複

数の情報を吟味し，関連付けながら自分の考えを伝

える学習活動を行うものとする。 

(2) 学習活動の具体 

 「現代の国語」の指導事項Ｃ（１）イについて，

幸田は，「従来の高校国語科にはなかったものであ

り，目的や場面といったコンテクストに文章や情報

を乗せて，相互に関連付けて読む能力を指導するこ

とになる。この指導事項は，文章を読むことを自己

目的化せず，必要や目的との関係で読み，考えるこ

とになる。文章を読む文脈ができるため，読み取っ

たことをもとに考えたり判断したりする必要も出て

くる」9)と述べている。このことから，具体的な目的

や場面を想定して学習活動を行うことは，より切実

感を持った読みを可能にするとともに，自分の考え

を明確にするプロセスを習得することにおいて有効

であると考える。 

 ここで，学習指導要領解説に示される「読むこと」

についての言語活動例を，現行の「国語総合」と，
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新設される「現代の国語」とで比較し，特にイにつ

いて表１にまとめた。「国語総合」では，基本的に

「文章」を読み（または読み比べ），理解した内容

についてまとめたり，自分の考え（感想）を持った

りする活動が示されている。イでは「文字，音声，

画像などのメディアによって表現された情報」とあ

るが，これについての活動は「取捨選択してまとめ

ること」にとどまっている(5)。一方，「現代の国語」

では，読み取る情報は「論理的な文章や実用的な文

章」「異なる形式で書かれた複数の文章や，図表等

を伴う文章」とされており(6)，イでは，読み取った

複数の情報から「理解したことや解釈したことをま

とめて発表したり，他の形式の文章に書き換えたり

する活動」を示している(7)。 

 

表１ 「読むこと」についての言語活動例の比較 

 国語総合 現代の国語 

言語活動例 

イ 文字，音声，画像など
のメディアによって表
現された情報を，課題に
応じて読み取り，取捨選
択してまとめること。 

イ 異なる形式で書かれ
た複数の文章や，図表等
を伴う文章を読み，理解
したことや解釈したこ
とをまとめて発表した
り，他の形式の文章に書
き換えたりする活動。 

 

(3) ワークシートについて 

 本研究では，生徒の内面で自分の考えを明確にす

る思考プロセスが働いたかどうかを見取るために，

ワークシートを活用する（図２）。得た情報をどの

ように精査・解釈したのか，その結果，思考がどう

変化していったのかを順を追って整理させる。 

 ワークシートは，①あるテーマについて自身の考

えを記述し，その後，②そのテーマに関する，形態 

や視点の異なる複数の情報に触れ，それらの情報の

吟味を経て，③自分の考えをまとめ，④再度，自分

の考えを記述するという構成にした。 

 また，このワークシートの記述を基に単元全体を

振り返ることを通して，生徒は自らの内面で思考プ

ロセスがどのように進んでいったかを確認し，思考

の方法をどの程度身に付けることができたかをメタ

認知できるものと考える。 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

複数の情報を吟味し，関連付けながら自分の考え

を伝える学習活動を行えば，自分の考えを明確にす 

 

図２ 自分の考えを明確にする思考プロセスを振り返るワークシート 
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る思考プロセスを習得させることができるだろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

 本研究は，自分の考えを明確にする思考プロセス

を生徒に習得させることを目指すものであるが，今

回の学習活動のみを通して，生徒が思考プロセスを

習得できたかどうかを見取ることは困難である。そ

こで，本稿では，今回の授業において生徒が自分の

考えを明確にする思考プロセスに沿って思考し，表

現を行うことができたかどうかを検証する。 

 表２に，検証の視点と方法を示す。 

 

表２ 検証の視点と方法 

 
検証の視点 

検証の

方法 

１ 
自分の考えを明確にする思考プロセスに
沿って考え，表現することができたか。 

ワークシート 

２ 

複数の情報を関連付けて考えを形成する
学習活動は，自分の考えを明確にする思
考プロセスを習得するために有効といえ
るか。 

ワークシート 

振り返り 

 

Ⅳ 授業について 

 

１ 授業の内容 

◯期 間 令和元年６月10日〜令和元年６月20日 

◯対 象 所属校普通科第１学年（３展開のうち１

クラス24名） 

◯題材名 「なぜ私たちは労働するのか」 

◯目 標 複数の情報を相互に関連付けて自分の考

えを明確にする思考プロセスを身に付け

ることができる。 

 

２ 指導計画（全７時間） 

時 学習活動 

１ 
後輩にアドバイスするという想定で，労働について自分の考

えを記述する。 

２ 
教科書本文を読み，文章の内容を捉える。 

３ 

４ 複数の資料を読み，それぞれの内容を捉える。 

５ 
読み取った資料を，重要度の高いものから順にランク付けし，

その順位にした理由も記述する。 

６ 
第１時と同じテーマで再度自分の考えを記述し，最初の記述

と比べて変化したことを振り返る。 

７ 
「選挙においてより良い投票をするためにどのような準備を

行うか」という想定で自分の考えを記述する。 

３ 授業の実際と指導の工夫 

 内田樹による『なぜ私たちは労働するのか』とい

う評論を起点とし，「働くこと」についての複数の

情報（統計，表，グラフ，インターネット記事，書

籍）を吟味することを通して，自分自身の考えを明

確にしていく思考のプロセスを習得させることをね

らいとした。一つの物事に対しても，短絡的に考え

て答えを出すのではなく，様々な観点からの情報を

相互に関連付けて考えることで，根拠のはっきりと

した意見を持つことができ，そのことが，国語の授

業だけではなく，他の教科や日常生活においても有

益であると気付かせたい。また，「後輩へアドバイ

スする」という場の設定により，ただ自分の考えを

書くのではなく，相手意識を持って表現に取り組ま

せるものとなっている。 

(1) 後輩へのアドバイスを記述する 

 第１時に，「将来やりたい仕事がなければずっと

アルバイトをすれば良いのではないか」と考えてい

る後輩にアドバイスをするという想定で自分の考え

を記述した。「経済面を考えて，正社員になった方

が良い」という趣旨の記述をした生徒が59％，「ア

ルバイトでも良い」という趣旨の記述をした生徒が

27％，「その他（やりたい事を見つけるよう頑張っ

て等）」が14％であった。 

(2) 複数の情報を関連付ける 

 表３に示す８種類の資料の読み取りを４人グルー

プで行った後，個人作業で，自分の考えを形成する

上で重要なものから順にランク付けし，その順位に

した理由を記述するという活動を行った。個人作業

の後，ペアで交流し，他者の記述を見ることで，自

分の考えとの違いを発見したり自分の記述の理由を

説明し合ったりする姿が見られた。 

 

表３ 生徒に提示した資料 

 資料 形態 

Ａ 内田樹『なぜ私たちは労働するのか』 
文章 

（教科書教材） 

Ｂ 
「2017年正社員の平均手取り額」と「アルバイト

求人の一例」 
表 

Ｃ 
厚生労働省「平成26年度就業形態の多様化に関する総合

実態調査の概況」より，現在の職場での満足度 
グラフ 

Ｄ 
総務省統計局「労働力調査（詳細集計）平成30年 

平均（速報）」より，「年間収入」階級別人数 
表 

Ｅ 雇用形態別各種保険の適用率 表・文章 

Ｆ 正規雇用と非正規雇用のメリット・デメリット 表 

Ｇ twitterに投稿された個人の意見 webページ 

Ｈ 
鈴木貴博『「AI失業」前夜─これから５年、職場

で起きること』より抜粋 
文章 
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 表３に示した資料を提示したねらいは，それぞれ

以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) テーマについて再度記述する 

 Ａ〜Ｈの資料の関連付けに基づいて，労働につい

ての自分の考えを箇条書きなどの形でまとめた。こ

のことによって，関連付いた内容が，個々の生徒の

内面で整理され，表現活動に働く思考をより機能さ

せやすくなった。その後，再度，後輩へのアドバイ

スという設定で記述を行った。考えの根拠となる複

数の情報を手に入れ，関連付けたことにより，考え

が深まり，全ての生徒の記述の量が，１回目より増

加した。 

(4) １回目と２回目の記述を比較し，変化した点と

その理由について自己分析を行う 

 最初は個人作業で自己分析を行い，その後，４人

グループで交流を行った。記述の趣旨には変化がな

かった生徒にも，「１回目より理由を明確にして詳

しく書けた」「１回目より自信を持って書けた」「分

かりやすいアドバイスになった」という自己分析が

見られた。その理由は，「資料を見て正規雇用と非

正規雇用のメリットとデメリットについて詳しく知

ることができたから」「資料を見て，一つの方向か

らではなく多面的に考えることができたから」「資

料を見て，自分の意見を裏付ける根拠を見つけたか

ら」という３点のいずれかであった。 

(5) 自分の考えを明確にする思考プロセスを別の

場面でどう生かすか考察する 

 自分の考えを明確にする思考プロセスを他の場面

で生かそうとする姿勢を習得したかどうかを見取る

ために，図２のワークシートとは別のシートを用意

し，「選挙で誰に投票するかを決定するためにどの

ような手順を踏むか」という状況を設定し，自由記

述させた。これは，当初，明確な意見をもっていな

かったとしても，多くの観点について様々な視点か

らの複数の意見に触れ，根拠に基づいて選択をする

ことが必要とされる場面であり，ワークシートへの

記述を通して身につけた思考のプロセスを他の場面

で生かそうとしているかどうかを見取るために適当

であると考え，設定した。生徒たちが，自分の意見

を決定するための根拠とした情報は，挙げた生徒の

人数が多い順に「候補者の公約（90％）」「他の有

権者の意見（43％）」「候補者の演説（33％）」「社

会の現状や課題（24％）」「候補者のこれまでの実

績（24％）」の五つに整理することができた（カッ

コ内は，その情報を根拠として挙げた生徒の割合）。

これらのうち，四つ以上併記した生徒はおらず，三

つを併記した生徒が38％，二つを併記した生徒が

38％，一つのみを挙げた生徒が24％であった。また，

思考プロセスの習得について生徒がどの程度意識し

ているかを見取る目的で，単元全体に関する振り返

りを自由記述させた。 

 

Ⅴ 授業の結果分析と考察 

 

１ 自分の考えを明確にする思考プロセスに沿っ

て考え，表現することができたか 

 ７頁の図３は，図２のワークシートに生徒が実際

に記入したものである。これらの記述から，「対象

認識に働く思考」と「表現活動に働く思考」を見取

ることにした。「対象認識に働く思考」が機能して

いるかどうかをワークシート中の②と③の記述か

ら，「表現活動に働く思考」が機能しているかどう

かをワークシート中の①と④の記述の比較から，上

記二つの思考を往還させながら表現を行ったかどう

かをワークシート中の②と④の記述から見取り，４

段階のルーブリックを作成して評価を行った。ルー

ブリックの各段階において典型的な記述である４名

の生徒の例を，８頁の表４に示す。同頁の表５がそ

のルーブリックである。また，同頁の表６が，評価

の結果である。 

・資料Ａ：識者の述べる“労働の意義”を示す。 

・資料Ｂ：一時的な手取り額であればアルバイト

と正社員で変わらない場合もあることを示す。 

・資料Ｃ：収入以外の面からも正規雇用と非正規

雇用を比較することができること，非正規雇用

の方が満足度が上回っている項目もあることを

示す。 

・資料Ｄ：年間収入の額から正規雇用と非正規雇

用を比較させる。 

・資料Ｅ：高校生は日頃意識することが少ないで

あろう健康保険について着目させる。 

・資料Ｆ：生徒がキャリア教育の場や進路LHRで

も目にするような，正規雇用と非正規雇用のメ

リットとデメリットについて表にまとめられた

ものであり，両者の比較をしやすくする。 

・資料Ｇ：個人が自由に発信できるインターネッ

ト上の情報の信憑性について考えさせる。 

・資料Ｈ：最新の労働問題と，今後の展望につい

て考えさせる。
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図３ 生徒が記述したワークシートの例 
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表５ 評価のためのルーブリック 

 
観点：自分の考えを明確にする思考プロセスに

沿って考え，表現することができている 

Ａ 

対象認識に働く思考と表現活動に働く思考

をともに機能させ，それらの往還を十分に生

かした表現を行うことができている。 

Ｂ 

対象認識に働く思考と表現活動に働く思考

をともに機能させ，それらを往還させながら

表現を行うことができている。 

Ｃ 

対象認識に働く思考と表現活動に働く思考

をともに機能させ，表現を行うことができて

いる。 

Ｄ 
対象認識に働く思考を機能させることがで

きていない。 

 

表６ ルーブリックによる評価の結果 

評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

生徒の割合 32％ 54％ 5％ ９％ 

 

 表４の生徒ⅰ，ⅱは，読み取った情報を元に資料

の順位付けを行い，その内容に基づいてワークシー

ト③の記述を行っている。さらに，ワークシート④

の記述においては，③で挙げたもの以外の複数の資

料も記述に影響しており，④の表現を行う際には「対

象認識に働く思考」と「表現活動に働く思考」が往

還していたと見ることができる。そのうち生徒ⅰは，

④の記述において，「自分だけではなく家族のこと

も考えなければならない（自分はなぜ／誰のために

表４ 生徒の記述例 
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働くのか？）」という具体的な状況に言及しており，

自分の考えを相手に実感を持って納得してもらうた

めの工夫が見られた。このことから，思考の往還を

十分に生かした質の高い表現を行っていると判断

し，評価「Ａ」とした。生徒ⅲは，各資料の内容を

把握し，順位付けすることはできており，読み取っ

た内容から考えの形成を行っているが，読み取った

内容がワークシート④の表現にほとんど反映されて

おらず，生徒自らが最も重要であるとした資料Ａに

基づく記述は③にも④にも見ることができない。そ

のため，「対象認識に働く思考」と「表現活動に働

く思考」の往還は行われていないと判断した。生徒

ⅳは，資料を読み，順位付けは行っているものの，

ワークシート③の記述の時点で，読み取った情報に

基づく考えの形成が見られず，ワークシート④の記

述についても同様であったため，評価「Ｄ」とした。 

 表６より，自分の考えを明確にする思考プロセス

に沿って考え，表現することができた「Ａ」「Ｂ」

評価の生徒は86％であり，これらの生徒は，それぞ

れの資料の内容を正しく把握し，読み取った複数の

情報を関連付けながら考えを形成することができて

いたといえる。 

 以上のことから，複数の情報を吟味し，関連付け

て考えを伝える活動を通して，生徒は自分の考えを

明確にする思考プロセスに沿って考え，表現を行う

ことができたと考える。 

 

２ 複数の情報を吟味し，関連付けながら自分の考

えを伝える学習活動は，自分の考えを明確にする

思考プロセスを習得するために有効といえるか 

 生徒による授業の振り返りの例を図４に，「今回

の学びを今後どのような場面で生かせると思うか」

という自由記述の例を図５に示す。 

 図２のワークシートを用いた学習活動を通して，

異なる形態の複数の情報に触れ，情報どうしを互い

に関連付ける過程を踏むことは，考えや意見を整理

し，相手や目的に応じた適切な表現を行うに当たっ

て良い効果をもたらすことが分かった。また，図４

の生徒の記述内容から，複数の情報を吟味し関連付

けて自分の考えを伝える学習活動は，自分の考えを

明確にする際に有効であったと生徒が考えているこ

とが分かる。さらに，図５からは，自分の考えを明

確にすべき場面において今回行った学習活動を生か

すことができると生徒が考えていると捉えることが

できる。 

 以上のことから，複数の情報を吟味し，関連付け

ながら自分の考えを伝える学習活動は，自分の考え

を明確にする思考プロセスを働かせるために有効で

あったといえ，このような学習活動を反復して行う

ことで，自分の考えを明確にする思考プロセスを習

得することができると考える。 

 
 
・自分の意見をまとめるために様々な情報を関連付けた
り他人の意見を聞いたりすることが大切だと思った。 

・答えが一つだけではない問題について自分の考えを持
つ方法を学べた。（情報や知識の活用の仕方） 

・物事を決める際には少数の意見や情報に縛られず，なる
べく多くのことを目にする方がいいということを学ん
だ。 

・自分の持っている知識だけでは不十分なところもある
かもしれないので情報を集めて意見を決めることが大
切だと感じた。 

・相手にアドバイスするにはたくさんの情報や知識を
知った上でする必要があると思った。情報が少ないと自
分の意見の押し付けになってしまう。 

・少ない情報や知識で相手に発信しようとすると誤った
情報を渡してしまったり，信ぴょう性の低い発言になっ
てしまうから，情報を集めて相手に伝わるようにまとめ
ることが大切だと思った。 

 

図４ 授業後の生徒の振り返り 

 
 
・進路選択，職業選択の時  ・誰かに相談をされた時   
・調べ学習をする時 
・商品を買うか買わないか決める時 
・メディアの情報を判断する時 
・問題を解決するための話合いをする時 
 
図５ 生徒が「今回の学習を生かせる」と考える場面 

 

Ⅵ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

 複数の情報を関連付けながら自分の考えを伝える

学習活動は，自分の考えを明確にする思考プロセス

を働かせるために有効であることが分かった。また，

今回の研究を通して，自分の考えを形成し表現する

際に，自分の肯定したいこととは異なる内容を示す

情報にも触れ，複数の情報どうしを関連付けて思考

することで，自分の考えや主張の根拠が明確になり，

説得力のある記述ができることが分かった。 

 今後，このような学習活動を反復して行っていく

ことで，自分の考えを明確にする思考プロセスを生

徒に習得させることができると考える。 

 

２ 今後の課題 

 複数の情報を関連付けて自分の考えを伝える活動

において，資料の読み取りが正しく行えない生徒，

読み取った複数の情報を，自分の考えを形成するた

めに上手く活用できない生徒が見られた。また，生
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徒に提示する資料の妥当性にも課題が見られた。そ

こで，次のように改善していく必要があると考える。 

・授業後の生徒の感想に，「教科書の文章が難しく

て意味が分からなかった」「資料Ｈは文章なので

読みにくく，意味が分からなかった」という記述

が見られたことから，そのような生徒は，資料の

読み取りが困難であり，その結果，複数の情報を

関連付けて自分の考えを記述することができな

かった。そのような，読み取りの段階でつまずい

ている生徒に教師が気付き，個別に適切な支援を

行う必要がある。また，提示する資料を精選する

段階で，資料の難易度が生徒にとって適切である

かどうかも検討する必要がある。 

・今回設定した「労働」というテーマは，生徒たち

が既に持っている「生きるためにはお金が必要で

ある」という価値観によって思考が左右されやす

いものであり，意見の着地点にもあまり多様性は

生まれにくいものであった。そこで，より多様な

考え方や着地点が想定される題材を用い，継続的

に取り組むことによって，自分の考えを明確にす

る思考プロセスを生徒に意識させることができる

と考える。 

・今回提示した資料Ｆは，生徒が日頃，国語の授業

以外の場（キャリア教育の場や進路LHRなど）で目

にすることのあるような，正規雇用と非正雇用の

メリットとデメリットが表に整理されたもので

あった。これは資料としては両者の比較を読み取

りやすいが，生徒自身が資料をじっくり吟味し，

両者のメリットとデメリットを分類するという過

程を省略する形になってしまった。実際に，重要

視した資料の上位３位までに資料Ｆを挙げた生徒

は全体の77％に上り，この資料が生徒の思考に大

きく影響を及ぼしたことが分かる。このことから，

今回提示した資料Ｆは，生徒が複数の資料を関連

付けて思考することをスムーズに行う助けになっ

たという良い面もあるが，一方で，生徒自身によ

る“複数の資料の関連付け”を妨げたとも考えら

れる。限られた時間の中で実践を行うに当たって

は，その単元にかけられる時間数も考慮しつつ，

情報の整理をどこまで生徒自身に行わせるかを熟

考し，提示する資料を精選する必要がある。 

 

【注】 
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う考えるか─学習指導計画の作成と評価─」『日本語学 

第38巻第５号通巻第492号』明治書院p.99に詳しい。 
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